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オンリーワン卒業証書
in大良プロジェクト

(子どもたちが考えたプロジェクト名です)
大良小学校で約10年前から続いてい
る卒業証書に使う和紙づくり。ゲスト
ティーチャーの指導のもと、６年生９人
が心を込めて紙をすきました。



辰
野
金
吾
が
残
し
た
建
築
物

　
旧
唐
津
銀
行
は
、今
か
ら
約
100
年
前
の

明
治
45
年
（
１
９
１
２
年
）
３
月
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し

た
煉れ

ん

瓦が

造
、地
下
１
階
、地
上
２
階
の
洋
風

建
築
物
で
す
。設
計
は
清
水
組
（
現
清
水
建

設
㈱
）
の
田
中
実
、監
修
は
明
治
を
代
表
す

る
建
築
家
で
あ
る
辰
野
金
吾
で
す
。

　
辰
野
は
唐
津
出
身
の
建
築
家
で
、工
部

大
学
校
（
現
東
京
大
学
工
学
部
）
造
家
学
科

の
第
１
回
生
と
し
て
首
席
で
卒
業
。そ
の

後
、東
京
駅
や
日
本
銀
行
本
店
な
ど
、近
代

日
本
を
代
表
す
る
数
多
く
の
建
造
物
を
設

計
し
ま
し
た
。

建
物
の
文
化
財
的
特
徴

　
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、 

イ
ギ
リ
ス
の

ク
ィ
ー
ン
・
ア
ン
様
式
を
日
本
化
し
た
も

の
で
「
辰
野
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。外

壁
は
、赤
煉
瓦
調
の
化
粧
タ
イ
ル
と
白
い

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
化
粧
を
し
、天
然
ス
レ
ー
ト
葺ぶ

き

の
屋
根
の
上
に
尖せ

ん

塔と
う

を
載
せ
、王
冠
の
よ

う
に
強
調
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
市
で
は
、こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、平
成
20
年
７
月
か
ら
保

存
整
備
工
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
整
備
工
事
で
は
、本
館
の
北
側
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
階
段
、多
目
的
ト
イ
レ
を
備

え
た
付
属
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル
を
開
放

２
階 

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
歴
史
を
紹
介

　
旧
唐
津
銀
行
の
見
学
は
無
料
で
す
。た

だ
し
、特
別
展
示
会
の
場
合
は
、有
料
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
※ 

た
だ
し
、３
月
26
日
・
27
日
の
オ
ー

プ
ン
日
は
、午
前
11
時
～
午
後
５
時
。

【
駐
車
場
使
用
料
】

　
・
１
時
間
以
内
　
１
０
０
円

　
・ 

１
時
間
を
超
え
る
と
き
、30
分
ご
と
に

１
０
０
円
を
加
算

　
※ 

展
示
施
設
観
覧
の
場
合
、１
時
間
以

内
は
無
料

【
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル
】

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
音
楽
会
、講
演
会

な
ど
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
の
場
と
し
て
利

用
で
き
ま
す（
要
予
約
）。

　
利
用
条
件
な
ど
詳
し
く
は
観
光
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◎
使
用
料
金

　
　 

１
時
間
に
つ
き
千
円
（
午
後
６
時
以

降
は
、25
％
加
算
し
た
料
金
）

【
２
階
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

　
旧
唐
津
銀
行
の
歴
史
や
建
築
デ
ザ
イ
ン

の
特
徴
、保
存
復
原
の
こ
だ
わ
り
の
ほ
か
、

創
建
に
携
わ
っ
た
人
々
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、旧
唐
津
銀
行

設
立
の
背
景
に
あ
る
石
炭
産
業
で
栄
え
た

近
代
唐
津
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

３月26日（土）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

旧
唐
津
銀
行
監
修 

辰た
つ

野の

金き
ん

吾ご

(

唐
津
出
身)

詳
し
く
は
　
観
光
課（
☎
７
２
‐
９
１
２
７
）
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地
階
は
唐
津
の
食
材
を
活い

か
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン

　
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
整
備
し
て
い
た
地

下
に
は
、公
募
に
よ
り
唐
津
大
使
で
シ
ェ

フ
の
吉
野
好
宏
さ
ん
が
出
店
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
吉
野
さ
ん
は
唐
津
市
出
身
。過
去
に
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
「
王
様
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
料

理
の
監
修
を
す
る
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、佐
賀
牛
の
鉄

板
焼
の
ほ
か
、唐
津
産
の
食
材
を
活
か
し

た
和
洋
中
折
衷
の
料
理
な
ど
が
提
供
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
営
業
は
、３
月
28
日
（
月
）
か
ら
限
定
的

に
開
店
し
、４
月
か
ら
本
格
的
に
開
店
の

予
定
で
す
。

○記念式典
　時　間　10:00 ～ 11:00
　場　所　旧唐津銀行前
　・ 関係者と市内小学校の子ども達100人による

テープカット
○オープン記念トークライブ
　時　間　13:00 ～ 15:00
　場　所　１階多目的ホール
　テーマ　 旧唐津銀行の価値と未来について語る
　出演予定者
　　辰

たつ

野
の

智
とも

子
こ

さん（辰野金吾博士のひ孫、建築家）
　　吉

よし

野
の

好
よし

宏
ひろ

さん（ 唐津大使、旧唐津銀行地階レス
トランシェフ）

　　砂
すな

田
だ

光
こう

紀
き

さん（ ミュージアムプロデューサー、
「九州遺産」著者）

　　三
み

浦
うら

弘
こう

二
じ

さん（ 都市マーケティングプロデュー
サー）

　申込方法 　電話でお申し込みください。限定
100人（事前予約制、先着順）です。

　申込期間　３月７日（月）～３月18日(金)
　申 込 先　観光課（☎72-9127）

○ 旧
きゅう

唐
から

カフェ（料理監修 吉野好宏シェフ）
　時　　間　11:00 ～ 16:00
　場　　所　１階カウンター手前
　メニュー　 旧唐津銀行にちなんだ１日限定のス

ウィーツやドリンク
○唐津近代化遺産ツアー
　唐津の歴史的価値の高い建築遺産を巡るツアー
　時　　間　１回目 11:00 ～ 13:30、２回目 14:00 ～ 16:30
　見学場所　旧唐津銀行、旧高取邸、歴史民俗資料館
　参 加 費　１人500円（施設入館料、資料代として）
　申込方法 　電話でお申し込みください。２回の

ツアーとも定員25人です。旧唐津銀行
前からマイクロバスで移動します。

　申込期間　３月７日（月）～３月18日(金)
　申 込 先　観光課（☎72-9127）

○ライブコンサート
　時　間　26日 15:00 ～ 17:00、27日 12:00 ～ 15:00
　会　場　１階多目的ホール
　ライブ　クラシック、弾き語り、ゴスペルなど

３月26日(土)･27日（日）
旧唐津銀行オープンイベント

　
国
の
特
別
名
勝
で
あ
る
虹
の
松
原
や
、

日
本
三
大
悲
恋
伝
説
ゆ
か
り
の
鏡
山
、唐

津
城
や
旧
唐
津
銀
行
が
あ
る
旧
城
下
町
な

ど
、風
光
明
媚
な
景
色
と
歴
史
や
文
化
を

体
感
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

国
際
・
日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
認
定
大

会
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、千
人
以
上

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
と
コ
ー
ス

　
３
月
19
日（
土
）

　
　
20
㎞
、10
㎞
、５
㎞
の
３
コ
ー
ス

　
３
月
20
日（
日
）

　
　
22
㎞
、11
㎞
、５
㎞
の
３
コ
ー
ス

　
※ 

集
合
場
所
は
両
日
と
も
松
浦
川
運
動

公
園
（
Ｊ
Ｒ
東
唐
津
駅
そ
ば
）
で
す
。

各
コ
ー
ス
で
、受
付
時
間
と
ス
タ
ー

ト
時
間
が
異
な
り
ま
す
。(

ス
タ
ー

ト
は
す
べ
て
午
前
中)

▼
参
加
申
し
込
み

　
参
加
登
録
費
　
大
人 

１
、８
０
０
円

　
※
当
日
参
加
は
大
人 

２
、０
０
０
円
。

　
※ 

小
学
生
以
下
は
無
料
。２
日
間
参
加

も
１
日
間
参
加
も
同
額
で
す
。

　
事
前
申
込
期
限
　
３
月
11
日（
金
）ま
で

　
※ 

参
加
受
付
は
当
日
も
行
い
ま
す
が
、

大
会
参
加
記
念
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
唐
津
観
光
協
会（
☎
７
４
‐
３
３
５
５
）

第
１
回  

唐
津
・
虹
の
松
原

ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

カ
ッ
プ
佐
賀
県
認
定
大
会
で
す

初開催

▲創建当時の様子がよみがえった１階カウンター

３月26日(土) ３月27日(日)

３月26日（土）〜27日(日)
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唐津市における職員の給与や勤務条
件など、人事行政の運営などの状況
を公表します。

詳しくは　職員課（☎72-9185）

唐津市の人事行政の運営
などの状況を公表します

区　　分 育児休業取得者 部分休業取得者 介護休暇取得者

男 性 職 員 0 0 0

女 性 職 員 37 0 0

合 計 37 0 0

休暇の種類 日数・期間など
有給･無給

の別
休暇の種類 日数・期間など

有給･無給
の別

年 次 休 暇 １年につき20日間 有給 ボランティア休暇 ５日以内 有給

夏 季 休 暇 ３日以内 有給 公 民 権 行 使 休 暇 その都度必要と認める期間 有給

病 気 休 暇
連続する90日以内
(高血圧症などの慢性疾患180日)

有給 官 公 署 出 頭 休 暇 その都度必要と認める期間 有給

忌 引 き
死亡した親族に応じて
１日から10日の連続する日数

有給 骨 髄 提 供 休 暇 その都度必要と認める期間 有給

父母等の祭日休暇 １日 有給
感染症まん延防止
休 暇

その都度必要と認める期間 有給

婚 姻 休 暇 ７日以内 有給
住 居 滅 失・ 損 壊
休 暇

その都度必要と認める期間 有給

妊娠中または出
産後の通院休暇

妊娠月数に応じて必要と認める回数
および時間

有給
非常災害交通遮断
休 暇

その都度必要と認める期間 有給

産 前 お よ び
産 後 の 休 暇

産前　８週間(多胎妊娠14週間)
産後　８週間

有給
交通機関の事故など
による不可抗力休暇

その都度必要と認める期間 有給

育 児 休 暇
１歳に満たない子を養育する場合で
１日２回それぞれ30分以内の時間

有給
公 務 災 害 に よ る
休 暇

その都度必要と認める期間 有給

配偶者出産休暇 ３日以内 有給

結核性疾患による
休 暇

勤続年数１年未満の者� ６月以内
勤続年数１年以上５年未満の者
� １年以内
勤続年数５年以上の者
� １年６月以内

有給
生 理 休 暇 ２日以内 有給

看 護 休 暇 ５日以内 有給

介 護 休 暇 連続する６月の期間内 無給

区　分 競争試験 選考 合計

一般行政職等 28 0 28

技 能 労 務 職 0 0 0

消 防 職 9 0 9

合 計 37 0 37

１．職員の任免に関する状況
(1)採用状況(平成22年４月１日採用)� (単位:人)

１週間の　　　
正規の勤務時間

１日の　　　　
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 ７時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午～午後１時

２．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(1)勤務時間

区　分 定年退職 勧奨退職 普通退職 懲戒免職 死亡退職 合　計

一般行政職等 52 4 4 0 0 60

技 能 労 務 職 14 5 2 0 0 21

消 防 職 16 2 0 0 0 18

合 計 82 11 6 0 0 99

(2)退職などの状況(平成21年度) (単位:人)

総付与日数(A) 総取得日数(B) 対象職員数(C)(注) 平均取得日数(B)/(C) 消化率(B)/(A)

34,992日 7,618日 892人 8.5日 21.8%

(2)年次有給休暇の取得状況(平成21年１月１日～平成21年12月31日)

(注)対象職員数は、市長部局の職員(技能労務職員などを除く)です。

(4)育児休業などの状況(平成21年度) (単位:人)

(3)休暇の概要 （平成22年４月１日現在）
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種　別 対　象　者 受診者数

定期健康診断 全職員 1,333

大腸がん検査 全職員 1,157

眼 底 検 査
希望者のうち問診時に
必要と判断された者

72

胃 検 診
30歳以上の職員のうち
希望者

162

処分の種類
処分事由 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 0 0 1 1 2

職務上の義務に違反し、
または職務を怠った場合

3 1 0 0 4

全体の奉仕者にふさわし
くない非行のあった場合

0 0 0 0 0

合　　　計 3 1 1 1 6

種　別 公務災害 通勤災害

申 請 件 数 4 3

認 定 件 数 4 3

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降給 合計

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 16 0 16

職に必要な適格性を欠く
場合

0 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を
生じた場合

0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴され
た場合

0 0 0 0 0

合　　　計 0 0 16 0 16

３．職員の分限および懲戒処分の状況
(1)分限処分者数(平成21年度) (単位:人)

６．職員の福祉および利益の保護の状況
(1)健康診断の実績(平成21年度) (単位:人)

許　可　の　内　容 許可件数

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の団体の
役員、顧問もしくは評議員の職を兼ねる場合

4

自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0

報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合 3

４．職員の服務の状況
(1)営利企業などの従事許可の状況(平成21年度) (単位:件)

研修区分 研　修　名 修了者数

長 期 派 遣 研 修

早稲田大学大学院、
(財)地域総合整備財
団、九州大学知的財産
本部、福岡市、佐賀県

5

専 門 機 関 研 修
自治大学校、市町村ア
カデミーなど

14

調査・視察研修
海外研修、窓口業務の
先進地視察など

10

階 層 別 研 修
新規採用職員研修、幹
部職員研修、市長会主
催研修など

322

専 門 研 修
広報基礎講座、佐賀県
地域人材育成プログ
ラム講座など

4

資 格 取 得 研 修
社会福祉主事研修、防
火管理者講習など

13

５．職員の研修および勤務成績の評定の状況
(1)研修の状況(平成21年度) (単位:人)

(2)懲戒処分者数(平成21年度) (単位:人)

(2)公務災害補償(平成21年度) (単位:件)

(3)勤務条件に関する措置の要求の状況(平成21年度)

 該当なし

(4)不利益処分に関する不服申立ての状況(平成21年度)

 該当なし

(5)公益通報制度の通報件数など(平成21年度)

 該当なし

評 定 対 象 職 員 副部長級以下の職員

評 定 者

被評定者が副部長、課長の場合
　所属部長
被評定者が係長以下の場合
　所属課長

評 定 方 法 11月１日に実施

勤務評定の活用方法
職員の指導・監督および適正
な人事配置

(2)勤務成績の評定(平成21年度)
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唐津市の給与・定員管理などについて

住民基本台帳人口
(平成22年３月31日現在) 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費率

(B/A)
平成20年度の

人件費率

131,061人 64,146,302千円 836,850千円 12,453,094千円 19.4％ 20.6％

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 部長の職務またはこれに相当する職務 13人 1.5％

６級
副部長、支所長もしくは困難な業務を所
掌する課長の職務またはこれらに相当
する職務

55人 6.2％

５級
課長もしくは困難な業務を処理する副課
長の職務またはこれらに相当する職務

94人 10.6％

４級
副課長の職務もしくは困難な業務を分
掌する係長もしくは主査の職務または
これらに相当する職務

324人 36.6％

３級
係長、主査もしくは副主査の職務または
これらに相当する職務

237人 26.8％

２級
高度の知識もしくは経験を必要とする
業務を行う職員の職務またはこれに相
当する職務

73人 8.2％

１級
定型的な業務を行う職員の職務または
これに相当する職務

90人 10.1％

合　　計 886人 100％

１．総括
(1)人件費の状況(平成21年度普通会計決算)

２．職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額および初任給などの状況

(注)人件費には、特別職(市長、市議会議員など)に支給される給与、報酬などを含みます。

(注)唐津市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

職員数
(A)

給与費 １人当たり給与費
(B/A)給料 職員手当(注) 期末･勤勉手当 計(B)

1,232人 4,657,745千円 813,165千円 1,758,449千円 7,229,359千円 5,868千円

(注)職員手当には、退職手当を含みません。

(2)職員給与費の状況(平成21年度普通会計決算)

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成22年４月１日現在）

３．一般行政職の級別職員数の状況� (平成22年４月１日現在)

区　分 平均年齢 平均給料月額
(注1)

平均給与月額
(注2)

唐 津 市 46.4歳 307,223円 326,936円

佐 賀 県 49.6歳 331,591円 379,471円

(注1)「平均給料月額」とは、平成22年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
(注2)「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

②技能労務職

区　分 唐津市 国

一　 般
行 政 職

大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

(2)職員の初任給の状況
(平成22年４月１日現在)

区　分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一　 般
行政職

大学卒 248,829円 292,367円 365,183円

高校卒 212,463円 258,200円 311,910円

技　 能
労務職 高校卒 － － 291,900円

(3)職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
(平成22年４月１日現在)

ラスパイレス指数の状況
(平成21年４月１日現在)

ラスパイレス指数とは･･･
ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の、地方公務員の給与
水準を示す指数です。

区　分 平均年齢 平均給料月額
(注1)

平均給与月額
(注2)

唐 津 市 42.8歳 319,761円 376,716円

佐 賀 県 44.0歳 334,593円 407,371円

①一般行政職

96.0

唐津市 県内市平均 全国市平均

97.5
98.4

105

100

95

90
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(注) １人当たり平均支給額は、平成21年度の支給額です。

(注)�退職手当の1人当たり平均支給額は、平成21年度に退職した
全職種に係る職員に支給された平均額です。

(注1)�職員数は一般職に属する職員数です。(教育長を含む)
(注2)�[　]内は、条例定数の合計です。

区　分
唐津市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給
割合

 ６月期 1.25月分 0.70月分 1.25月分 0.70月分
12月期 1.50月分 0.70月分 1.50月分 0.70月分

計 2.75月分 1.40月分 2.75月分 1.40月分
職制上の段階、
職務の等級に
よる加算措置

有 有

1人当たり平均
支給額(注)

1,391千円

区分

部門

職員数(注1)
対前年
増減数平成21年

４月１日
平成22年
４月１日

一
般
行
政
部
門

議　 会 8 8 0

総　 務 233 239 6

税　 務 59 59 0

労　 働 2 3 1

農林水産 96 102 6

商　 工 31 30 △1

土　 木 124 126 2

民　 生 190 186 △4

衛　 生 106 103 △3

小　 計 849 856 7

特
別
行
政

部
門

教　 育 225 205 △20

消　 防 181 172 △9

小　 計 406 377 △29

公
営
企
業
等
会
計

部
門

病　 院 29 32 3

水　 道 50 48 △2

下 水 道 40 38 △2

そ の 他 161 125 △36

小　 計 280 243 △37

合　計(注2)
1,535
[1,645]

1,476
[1,645]

△59

唐津市 国
支給率 自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分
そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職の特例措置
（2％～ 20％加算）

定年前早期退職の特例措置
（2％～ 20％加算）

退 職 時
特 別 昇 給

無 無

1人当たり平
均支給額(注)

6,017千円 24,951千円 － －

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度(支給率)
離島診療所(医師) 15％ 5人 15％

支給実績 314,892千円
職員１人当たり平均支給年額 255,594���円

手当名 内容および支給単価
国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者� 13,000円
扶養親族　1人につき� 6,500円
(配偶者がいない場合� 1人目11,000円)
(特定期間にある子� 1人につき5,000円を加算)

同じ

住居
手当

借家･貸間� 最高支給限度額　27,000円 同じ

通勤
手当

交通機関利用者　55,000円まで� 全額支給
自動車、バイク、自転車　2,000円～ 24,500円
(片道２km未満は対象外)

同じ

区　　分 給料(報酬)月額

給料
市 長 963,000円

副 市 長 770,000円

報酬

議 長 503,000円

副 議 長 459,000円

議 員 438,000円

期末
手当

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員

�６月期　　1.45月分

12月期　　1.65月分

　�計　　　��3.1月分

退職
手当

市 長 給料月額×50/100×在職月数

副 市 長 給料月額×30/100×在職月数

職員全体に占める手
当支給職員の割合

25.90％

手当の種類(手当数) 26種類

代表的
な手当
の名称

支払額の多い
手当

市民病院職員従事手当、医療手当、清掃業
務従事手当、競艇開催業務従事手当、社会
福祉業務従事手当

多くの職員に
支給されてい
る手当

税務事務従事手当、日曜休日勤務手当、消
防業務従事手当

４．職員手当の状況
(1)期末・勤勉手当 (平成22年４月１日現在)

５．職員数の状況
(1)部門別職員数の状況 (単位:人)

６．特別職の報酬などの状況
(平成22年４月１日現在)

(3)地域手当 (平成22年４月１日現在)

(5)時間外勤務手当 (平成21年度普通会計決算)

(6)その他手当 (平成22年４月１日現在)

1,431人以内
(平成17年度当初比　15.3％減、258人減)

②平成24年４月１日現在における定員の数値目標

計画期間
数値目標

始期 終期

平成17年
４月１日

平成27年
３月31日

1,343人以内
(平成17年度当初比20.5％減、346人減)

(2)定員適正化計画の数値目標
①定員適正化目標(数･率)

(2)退職手当 (平成22年４月１日現在)

(4)特殊勤務手当 (平成22年４月１日現在)
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◆
注
意
◆

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
、投
票
日
前
に
県
外
へ
転

出
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

◆
投
票
所
◆

　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ

た
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
入
場
券
は
４
月
１
日
ご
ろ
に

届
く
よ
う
郵
送
し
ま
す
。

※ 

３
月
10
日
以
降
に
市
内
で
転

居
し
た
と
き
は
、前
住
所
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
◆

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
と
時
間
】

県
知
事
選
挙

３
月
25
日(

金)

～
４
月
９
日(

土)

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

県
議
会
議
員
選
挙

４
月
２
日(

土)

～
４
月
９
日(

土) 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※ 

３
月
25
日
～
４
月
１
日
は
、県

知
事
選
挙
し
か
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

12
月
24
日
～
12
月
31
日
に
唐

津
市
へ
転
入
届
を
出
し
た
人

は
、３
月
31
日
以
降
、期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

※ 

期
日
前
投
票
に
は
、投
票
所
入

場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
も
し
未
着
の
場
合
、入
場
券

が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
）

※ 

期
日
前
投
票
所
の
受
付
で
、住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
投

票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

事
由
を
「
宣
誓
書
」
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
開
票
◆

　
即
日
開
票

◆
開
票
所
◆

　
唐
津
市
文
化
体
育
館

（
和
多
田
大
土
井
）

◆
開
票
開
始
時
刻
◆

　
午
後
９
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
７
２
‐
９
１
６
３
）

　 

ま
た
は
各
支
所
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
分
室

◆
唐
津
市
で
投
票
で
き
る
人
◆

【
年
齢
】

　
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人（
満
20
歳
以
上
）

【
住
所
】

県
知
事
選
挙

　
12
月
23
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
唐
津
市
に
住
ん
で
お
り
（
住
民

登
録
が
あ
り
）、選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

県
議
会
議
員
選
挙

　
12
月
31
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
唐
津
市
に
住
ん
で
お
り
（
住
民

登
録
が
あ
り
）
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

※ 

両
選
挙
と
も
、唐
津
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

県
内
の
他
の
市
町
に
転
出
届

を
出
し
た
人(

１
回
だ
け
の
転

出
に
限
る)

は
、「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
を
提
示
す
れ
ば
、唐
津

市
で
投
票
で
き
ま
す
。証
明
書

は
、各
市
役
所
・
町
役
場
の
住

民
票
担
当
窓
口(

免
許
証
な
ど

本
人
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要)

で
、無
料
発
行
さ
れ
ま
す
。

佐
賀
県
知
事
選
挙(

告
示
日 

３
月
24
日)

佐
賀
県
議
会
議
員
選
挙(

告
示
日 

４
月
１
日)
４月10日
投票日

　
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
65

歳
以
上
の
人
も
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
税
法

上
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
認
定
基
準
に
は｢

普
通
障
害
者

該
当｣

と｢

特
別
障
害
者
該
当｣

が

あ
り
、現
在
、普
通
障
害
者
該
当

の
人
も
、身
体
の
状
況
に
よ
り
再

認
定
を
受
け
れ
ば
、特
別
障
害
者

該
当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、

要
介
護
認
定
時
の
調
査
票
お
よ

び
主
治
医
意
見
書
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

① 「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
」
が
Ｂ
（
屋
内
生
活
は
何

ら
か
の
介
助
を
要
し
、日
中
は

ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
が
主
体

で
あ
る
が
、座
位
を
保
つ
）
以

上
② 「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
」
が
Ⅲ
（
日
常
生
活
に

支
障
が
あ
る
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
が
見
ら
れ

介
護
を
要
す
る
）以
上

詳
し
く
は

　
高
齢
者
支
援
課
介
護
認
定
係

（
☎
７
０
‐
０
１
０
２
）

寝
た
き
り･

認
知
症
高
齢
者

「
障
害
者
控
除
対
象
者
」
認

定
書(

税
控
除
用)

を
発
行

・市役所（本庁）議会棟１階
・浜玉支所新館１階会議室
・七山支所１階会議室
・厳木支所１階会議室
・相知支所別館１階会議室
・北波多公民館
・肥前支所１階会議室
・鎮西支所１階ロビー
・呼子公民館

※ 今回から、湊出張所での期日
前投票は受け付けていませ
んのでご注意ください。

期日前投票ができる場所

あなたの大切な１票です
すすんで正しく
投票しましょう
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■
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

　
昭
和
11
年
４
月
２
日
～
昭
和

16
年
３
月
１
日
生
ま
れ
（
70
歳
～

74
歳
）
で
、自
己
負
担
割
合
が
２

割
負
担
の
人
は
、自
己
負
担
割
合

が
引
き
続
き
１
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

・
有
効
期
限

　
平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
。

　
た
だ
し
、後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
人
は
、誕
生
日
の

前
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、８
月
に
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
、負
担
割
合
を
判
定
し

更
新
し
ま
す
。

◎ 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、ま

た
は
他
の
市
区
町
村
へ
転
出

す
る
と
き
は
、速
や
か
に
保
険

証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

保
険
証
や
受
給
者
証
は
、紛
失

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

　
保
険
年
金
課
　
国
保
給
付
係

（
☎
７
２
‐
９
１
２
３
）

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

■
新
し
い
保
険
証
の
色

・
一
般
被
保
険
者
証

　
う
ぐ
い
す
色

・ 

退
職
被
保
険
者
証
（
本
人
・
被

扶
養
者
）

　
サ
ー
モ
ン
色

・
有
効
期
限

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
た
だ
し
、後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
人
は
、誕
生
日
の

前
日
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、退
職
被
保
険
者
（
本
人
）

で
65
歳
に
な
る
人
は
、誕
生
月
の

月
末
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月

末
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。こ
の
と

き
、被
扶
養
者
も
同
時
に
期
限
が

切
れ
ま
す
。

■
遠
隔
地
保
険
証

　
就
学
や
施
設
入
所
の
た
め
唐

津
市
に
住
民
登
録
が
な
く
、遠
隔

地
保
険
証
が
必
要
な
人
は
、交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、卒
業
や
施
設
を
退
所
し

た
と
き
は
、遠
隔
地
廃
止
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度  

保
健
予
防
業
務
に
従

事
す
る
臨
時
補
助
員
を
募
集

【
申
込
方
法
】

　
所
定
の
履
歴
書
（
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
貼
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、市
内
の

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に
、必
ず

本
人
が
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
看
護
師
、助
産
師
を
希
望
す
る

人
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
、各
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓

口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
白
色
紙
に
黒
イ
ン
ク
で

印
刷
し
て
く
だ
さ
い
）

【
受
付
期
間
】

　
３
月
１
日（
火
）
～

　
　
　
　
３
月
11
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

　
※ 

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
を
除

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

【
募
集
職
種
】

　
看
護
師
、助
産
師
、事
務
員

【
勤
務
日
】

　
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

　
の
間
の
指
定
す
る
日

【
業
務
内
容
】

　
保
健
予
防
業
務
全
般

　（ 

乳
幼
児
健
診
、育
児
相
談
、健

康
相
談
、予
防
接
種
案
内
な

ど
）

【
勤
務
場
所
】

　
次
の
い
ず
れ
か
希
望
す
る
場

所
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
浜
玉
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
厳
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
相
知
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
北
波
多
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

市
役
所(

肥
前
支
所
、
鎮
西
支

所
、呼
子
支
所
、七
山
支
所)

　
軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１

日
現
在
で
原
動
機
付
自
転
車
（
原

付
バ
イ
ク
）、小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
用
な
ど
）、二
輪
の
小
型
自

動
車
お
よ
び
二
輪
・
四
輪
の
軽

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
車
両
を
廃
棄
ま
た
は
譲
渡
す

る
場
合
は
、４
月
１
日
ま
で
に
廃

車
届
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
車
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
届
や
名
義
変
更
な
ど
の

手
続
き
を
他
者
に
依
頼
し
た
場

合
は
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

必
ず
手
続
き
の
完
了
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は

　
税
務
課（
☎
７
２
‐
９
１
１
６
）

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の

廃
車
・
名
義
変
更

国
民
健
康
保
険
証

高
齢
受
給
者
証

４
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証（
自
己
負
担
割
合
２
割
負
担
の

み
。３
割
負
担
は
除
く
）は
、３
月
末
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
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市
で
は
、20
年
後
に
向
け
た
都

市
づ
く
り
の
理
念
や
都
市
計
画

の
目
標
、土
地
利
用
計
画
な
ど
都

市
計
画
の
指
標
と
な
る
「
唐
津
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
計
画
の
副
読
本
と

し
て
、市
内
の
中
高
生
27
人
が
自

分
た
ち
で
考
え
た
未
来
の
ま
ち

の
姿
と
そ
の
提
案
を
ま
と
め
た

「
10
代
が
描
く
唐
津
の
み
ら
い
」

を
発
行
し
ま
す
。

【 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
副
読
本
の

閲
覧
場
所
】

　
都
市
計
画
課
、各
支
所
建
設
水

道
課
、各
出
張
所
、市
立
図
書
館
、

職
員
が
常
駐
す
る
市
立
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

詳
し
く
は
　
都
市
計
画
課

（
☎
７
２
‐
９
１
３
５
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定

中
高
生
が
作
成
し
た
副
読
本

も
発
行
し
ま
す

▲�副読本・10代が描
く唐津のみらい

意
見
を
募
集
し
ま
す

(

パ
ブ
リ
ッ
ク･

コ
メ
ン
ト)

「
唐
津
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」の
改
訂

「
唐
津
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」の
策
定

◎
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

　
市
内
在
住
の
人
、市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
、市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
持
つ
団
体

◎
意
見
の
提
出
方
法

　
氏
名
、住
所（
団
体
は
、所
在
地
・
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
）、電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
へ
郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、提
出
は
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

　
市
で
は
平
成
18
年
１
月
に
「
唐

津
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。し
か
し
、

策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
、市
を

取
り
巻
く
状
況
に
加
え
、国
や
県

の
施
策
に
も
変
化
が
見
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、当
初
計
画
の
進
捗

状
況
の
確
認
と
現
状
に
合
っ
た

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
、リ
サ
イ
ク

ル
促
進
の
た
め
に
、計
画
を
改
訂

し
ま
す
。

【
改
訂（
案
）の
概
要
】

基
本
方
針

・ 

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

①
リ
デ
ュ
ー
ス(

発
生
抑
制)

②

リ
ユ
ー
ス(

再
使
用)

③
リ
サ
イ

ク
ル(

再
生
利
用)

の
優
先
順
位

で
取
り
組
む
。

・ 

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
を
築
く
。

計
画
期
間

　
計
画
期
間
は
平
成
18
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、今

年
度
は
中
間
年
度
で
す
。

【
意
見
募
集
の
期
限
】

　
３
月
15
日（
火
）ま
で

　
※ 

郵
送
の
場
合
は
、３
月
15
日

の
消
印
有
効
。

【
計
画
改
訂
案
の
公
表
場
所
】

　
廃
棄
物
対
策
課
、各
支
所
市
民

福
祉
課
、各
出
張
所
、市
立
図
書

館
、職
員
が
常
駐
す
る
市
立
公
民

館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
先
・
詳
し
く
は

廃
棄
物
対
策
課

　
☎
７
２
‐
９
１
７
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
‐
９
１
８
０

　
Ｅ
メ
ー
ル

　
　h

aikib
u
tsu

‐taisaku
@

　
　city.karatsu

.lg
.jp

　
市
で
は
、地
域
公
共
交
通
（
路

線
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
・
離

島
航
路
）
を
見
直
し
、市
民
誰
も

が
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
「
唐
津
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

【
計
画
の
概
要
】

基
本
方
針

　
持
続
可
能
な
新
た
な
公
共
交

通
連
携
策
と
市
民
生
活
を
向
上

さ
せ
る
公
共
交
通
体
系
を
構
築
。

①
需
要
に
合
わ
せ
た
路
線
再
編

②
幹
線
と
枝
線
の
明
確
化

③
生
活
に
密
着
し
た
コ
ー
ス
設
定

④ 

利
用
時
間
帯
と
乗
り
継
ぎ
に
配

慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
設
定

⑤
停
留
所
や
待
合
室
の
改
善

⑥
運
賃
割
引
制
度
の
検
討

⑦ 
分
か
り
や
す
い
路
線
図
・
時
刻

表
の
提
供

⑧ 

市
民
協
働
に
よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

計
画
期
間

　
平
成
23
～
25
年
度（
３
年
間
）

【
意
見
募
集
の
期
限
】

　
３
月
７
日（
月
）ま
で

　
※ 

郵
送
の
場
合
は
、３
月
７
日

の
消
印
有
効
。

【
計
画
案
の
公
表
場
所
】

　
地
域
支
援
課
、各
支
所
総
務
教

育
課
、各
出
張
所
、市
立
図
書
館
、

職
員
が
常
駐
す
る
市
立
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
先
・
詳
し
く
は

地
域
支
援
課

　
☎
７
２
‐
９
２
２
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
‐
９
２
３
６

　
Ｅ
メ
ー
ル

　
　ch

iiki-sh
ien

@
city.

　
　karatsu

.lg
.jp

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画（
改
訂
）

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
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・ 

ど
の
手
当
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

・ 

手
当
を
受
け
る
に
は
医
師

の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

( 

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び
障

害
児
福
祉
手
当
は
、指
定
医

師
の
診
断
書
が
必
要
で
す)

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

特
別
児
童
扶
養
手
当

【
支
給
対
象
】

　
身
体
、精
神
ま
た
は
知
的
に
中

度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
母

※ 

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
対
象
外
。

※ 
児
童
が
公
的
年
金
（
障
害
年
金

な
ど
）
を
受
給
し
て
い
る
場
合

は
対
象
外
。

【
手
当
月
額
】

　
今
年
４
月
か
ら
の
月
額

　
重
度(

１
級)

障
害
児

　
　
　
　
５
０
、５
５
０
円

　
中
度(

２
級)

障
害
児

　
　
　
　
３
３
、６
７
０
円

【
支
払
期
】　
年
３
回

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
問
い
合

わ
せ

　
福
祉
課(

☎
７
２
‐
９
１
５
１)

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当

【
支
給
対
象
】

　
身
体
、精
神
ま
た
は
知
的
に
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
、特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

人※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や

入
院
３
か
月
以
上
の
人
は
対

象
外
。

【
手
当
月
額
】　
２
６
、３
４
０
円

※
今
年
４
月
か
ら
の
月
額

【
支
払
期
】　
　
年
４
回

障
害
児
福
祉
手
当

【
支
給
対
象
】

　
身
体
、精
神
ま
た
は
知
的
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や

障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
対

象
外
。

【
手
当
月
額
】　
１
４
、３
３
０
円

※
今
年
４
月
か
ら
の
月
額

【
支
払
期
】　
　
年
４
回

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児
福

祉
手
当
の
問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
課

(

☎
７
２
‐
９
１
５
０)

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

お
願
い

　
営
業
用
の
計
量
器
を
購
入
し
、

今
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
い
な

い
人
や
事
業
所
、お
よ
び
平
成
21

年
に
検
査
を
受
け
た
後
に
計
量

器
を
廃
止
し
た
人
や
事
業
所
は

各
支
所
産
業
課
へ
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

大
型
の
も
の
な
ど
運
搬
が
困

難
な
計
量
器
は
、４
月
18
日
以

降
、所
在
場
所
に
直
接
検
査
員

が
赴
き
検
査
を
行
う
予
定
で

す
。

詳
し
く
は
　
佐
賀
県
計
量
協
会

(

☎
０
９
５
２
‐
３
１
‐
１
４
１
１)

ま
た
は
各
支
所
産
業
課

　
計
量
法
に
よ
り
、取
引
や
証
明

用
な
ど
営
業
用
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、２

年
に
１
度
、定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、浜
玉
、厳
木
、相
知
、

北
波
多
、肥
前
、鎮
西
、呼
子
、七

山
で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

　 

検
査
対
象
と
な
る
計
量
器

　（
は
か
り
）の
例

・ 

商
店
な
ど
で
、グ
ラ
ム
表
示
の

あ
る
商
品
を
販
売
す
る
と
き

に
使
用
す
る
も
の

・ 

病
院
や
薬
局
な
ど
で
薬
の
調

剤
用
に
使
用
す
る
も
の

・ 
農
業
や
漁
業
な
ど
に
従
事
す

る
人
が
、農
産
物
や
水
産
物
な

ど
の
計
り
売
り
や
出
荷
の
と

き
に
使
用
す
る
も
の

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当 

申
請
は
随
時
受
付
中

営
業
用
計
量
器
　
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

対
象
地
区
は 

浜
玉
、厳
木
、相
知
、北
波
多
、肥
前
、鎮
西
、呼
子
、七
山

●
３
つ
の
手
当
に
共
通
●

計量器の集合検査日程表

期　日 時　間
対象
地区

検査場所 問い合わせ

４
　
　
月

５日
(火)

10:30～
15:00

七　山 七山公民館
七山支所産業課
５３－７１７５

６日
(水)

10:30～
15:00

肥　前
肥前文化会館
ハーモニー

肥前支所産業課
５３－７１４５

７日
(木)

10:30～
15:00

北波多 北波多公民館
北波多支所産業課
５３－７１３５

８日
(金)

10:30～
15:00

相　知
唐津農業協同組合��
相知選果場

相知支所産業課
５３－７１２５

11日
(月)

10:30～
15:00

厳　木
唐津農業協同組合��
厳木選果場

厳木支所産業課
５３－７１１５

12日
(火)

10:30～
15:00

呼　子 市役所呼子支所
呼子支所産業課
５３－７１６５

13日
(水)

10:30～
15:00

鎮　西 市役所鎮西支所
鎮西支所産業課
５３－７１５５

14日
(木)

10:30～
15:00

浜　玉 市役所浜玉支所
浜玉支所産業課
５３－７１０５
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相知町蕨野の棚田
菜の花ハイクと屋台村

　棚田一面の黄色い菜の花ジュウタンのなかをハイ
キングしませんか？
　昨年秋に「菜の花種まき交流会」参加者と地元農家
でまいた種が満開の菜の花畑となり、棚田一帯を黄色
一色に染め上げます。
　山の緑と黄色い菜の花のグラデーションが織り成
す景観は大きな感動を与えてくれます。ぜひ、心と体
の「いやし」を体験してみませんか。

と　　き　３月27日（日）
　　　　　受付10:00　　スタート10:30

集合場所　蕨野棚田交流広場（相知町平山上蕨野）

コ ー ス　棚田を巡る約７km
　　　　　 ゴールには参加者の昼食会場として交流

広場に１日限定で屋台村を開設します。食
事代は自己負担です。

参 加 費　1,000円（小学生以上）
(当日支払)　※棚田米のおにぎり付き

定　　員　400人（先着）

申込期限　３月18日（金）まで

申し込み・問い合わせ
　棚田と菜の花実行委員会
　（相知支所産業課内　☎53-7125）

春の高取座学

「大島小太郎とその時代」展

「りふれ創作活動」作品展示発表会

内 　　容　文化財建造物の保存修理に多く携わり、旧
高取邸の保存修理工事にも携わっていただいた松
尾氏に、旧高取邸の建造物としての魅力について
語っていただきます。

講　　師　松尾 昌弘　さん（棟梁）
と　　き　３月28日（月）
　　　　　受付13:30　開講14:00
と こ ろ　旧高取邸（北城内）
参 加 料　500円（旧高取邸入館料）
申 込方法　電話・ファックス・Ｅメールのいずれか

で申し込んでください。（住所・氏名・連絡先をお
知らせください）

申し込み・問い合わせ
　文化課（☎72-9171・FAX72-9195）
　Eメール　bunka@city.karatsu.lg.jp

　唐津銀行の初代頭取として唐津の近代経済を支え
た大島小太郎と、その残した歴史遺産を通して、幕末
から昭和にかけての近代唐津の発展の歴史をたどり
ます。
と　　き　３月５日（土）～ 30日（水）
　　　　　10:00 ～ 18:00　※入場は17:30まで
と こ ろ　近代図書館　美術ホール
休 館 日　月曜日
入 場 料　無料
詳しくは　文化課（☎72-9171）
　　　　　近代図書館（☎72-3467）

内　　容　
・ 陶工芸・木工芸（木彫）･絵手紙･生け花など約500

点の作品展示

・茶道講座によるお茶会（３月10日(木)）

・陶工芸作品の即売会

と　　き　３月10日（木）・11日（金）

　　　　　10:00 ～ 15:00

と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ

詳しくは　唐津市老人クラブ連合会事務局
　　　　　（りふれ内　☎70-2340）

劇団四季ミュージカル「エルコスの祈り」
唐津公演

　1984年の初演以来、子
どもたちに愛されてきた劇
団四季『エルコスの祈り』が
唐津にやってきます。
　50年後の未来。親や先生
に見放され、夢や個性を奪
われた子ども達が通うユー
トピア学園に、心を持つロ
ボット“エルコス”がやって
きて、子どもたちは徐々に
笑顔と夢を取り戻していく
……

と　　き　３月13日(日)　　開場15:00　開演15:30
と こ ろ　唐津市民会館　大ホール
入 場 料　Ｓ席 4,000円　　Ａ席 3,000円
　　　　　Ｂ席 2,000円　　Ｃ席 1,500円
　　　　　※全席指定。当日券は500円増し。
チケット販売所
　 「劇団四季」唐津公演実行委員会（☎090-9483-0489）、

唐津市民会館（☎72-8278）、劇団四季予約センター（☎
0120-489444）、ローソンチケット（Lコード84241）、
チケットぴあ（Pコード407-652）

詳しくは　「劇団四季」唐津公演実行委員会
　　　　　（☎090-9483-0489）
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急な
病気・けが
の時は

休日などの救急医療体制

歯科休日当番医　《診療時間》9:00～12:00
問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。

入院が必要な重症患者には、二次救急医療機関（病院群輪番
制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送を行うなどの対応

をします。生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関
（地域救命救急医療センター）へ搬送を行い、地域で救急医療

の完結を目指します。

◎『かかりつけ医』　　まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎『唐津救急医療センター』　　かかりつけ医が不在の時は、唐津救急医療センターで診療します。

≪初期救急医療機関≫

当番医は予告なく変更される場合があります。受診前に確認してください。
受診時は健康保険証をお持ちください。

３月

 ６日（日） 田代歯科医院 ☎62-2217・相知町相知

13日（日） みのはら歯科医院 ☎77-2339・鏡

20日（日） ハセガワ歯科 ☎82-4859・鎮西町塩鶴

21日（月･祝） 寒水歯科診療所 ☎79-0798・湊

27日（日） 宮原歯科クリニック ☎78-0177・山本

４月
 ３日（日） ハシムラ歯科医院 ☎79-6550・和多田

10日（日） 中谷歯科医院 ☎54-0607・肥前町田野

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは

唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血にご協力
ください！

　詳しくは
　　保健課(☎75-5161)

移動献血車がやって来ます

休日診療
（日曜・祝日・振替休日）

内科・外科 9:00 ～ 21:00

小児科 9:00 ～翌6:00

平日診療
(内科･外科の診療はありません)

小児科(月～金) 20:00 ～翌6:00

小児科(土) 17:00 ～翌6:00

唐津救急医療センター (千代田町･☎75-5199) ※ 健康保険証を忘れずに
お持ちください。

３月４日(金)�
市役所浜玉支所 9:30 ～ 12:00
市役所七山支所 14:00 ～ 16:00

３月24日(木)�
唐津上場商工会　鎮西支所

10:00 ～ 11:30
まいづるナイン呼子店

13:00 ～ 15:30
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ひなまつり

子育て
情報

トライ・ザ・しゅわ
ひなまつりは、「ひな人形（男

お

雛
びな

）」と「祭り」を表す手話で表現します。
また、「３月３日」を表す手話で表現することもあります。

① 両手で笏
しゃく

を持つ仕草をし
ます。（男雛が笏をもっ
ている姿を表します）

両手の人差し指、中指、薬指を
立て、横にして上下に並べま
す。（３月３日を表します）

② 両手とも軽く握り、下から上にあげなが
らパッと開きます。（祭りを表します）

近代図書館
新興町・☎72-3467

おはなし会
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　3/5･12･19･26　14:00 ～ 14:30
　近代図書館４階「ブックル」
◆小学生向け読み聞かせ
　3/5･12　14:30 ～ 15:00
　近代図書館３階ビデオルーム

相知図書館
相知町相知・☎62-4194

お話読み聞かせ会

◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ

　3/5･19　14:00 ～ 14:30

　相知図書館　児童室

町田保育園子育て支援センター
町田３丁目・☎0120-192-168
　　　　　　☎72-5365

◆わんぱくサロン

　3/1･2･3･4･7･8･9･10･11･12･14･15･

　　16･17･22･23･24･25･26･28

　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

平原保育園
浜玉町平原・☎56-6529

◆なかよしひろば
　3/3･9･16･23･30

 10:00 ～ 12:00 平原保育園

　4/6

 10:00 ～ 12:00 平原保育園

　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)

 10:00 ～ 16:00 平原保育園

　毎週土曜日(祝日除く)

 8:00 ～ 13:00 平原保育園

青葉保育園
二タ子１丁目・☎72-4788

双葉保育園
浜玉町浜崎・☎56-8385

◆子育てひろば
　3/1 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　3/8 10:00 ～ 11:30  農村環境改

善センター
　3/9 9:30 ～ 11:30 双葉保育園
　3/15 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　3/22 10:00 ～ 11:30  農村環境改

善センター
　4/5 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)
 10:00 ～ 16:00 双葉保育園

※火曜日のみ11:30 ～ 16:00
　毎週土曜日(祝日除く)
 8:00 ～ 13:00 双葉保育園

呼子保育園
呼子町呼子・☎82-3926

◆ポッポの広場

　3/1･2･4･8･10･11･12･15･17･

　　18･22･24

　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

北波多第二保育園
北波多田中・☎64-2710

◆子育てサロン
　3/3 15:00 ～ 16:00 北波多第二
  保育園
　3/15 10:00 ～ 11:00 北波多第二
  保育園
◆ひまわり広場(前日までに要予約)
　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)
 10:00 ～ 15:00 北波多第二 
  保育園

唐津市ホームページ
http://www.city.karatsu.lg.jp
内くらしのインデックスに詳しい内
容を掲載しています。

山本保育園
山本・☎78-0156

◆ひなたぼっこ
　3/11 11:00 ～ 11:50 山本西隣保館
　 上記以外の毎週月･水･金曜日 (祝日

除く)
 10:00 ～ 15:00 山本西隣保館

唐津幼稚園
西城内・☎72-3438

◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　｢白くまちゃん｣
　3/9 10:00 ～　唐津幼稚園

◆あおばのつどい
　3/1･3･12･15･26
　4/5･9
　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。
　「同じ年齢の友達と遊ぼう」など
　毎週 月･水･木･金曜日(祝日除く)
　　　　　10:00 ～　青葉保育園

もうひ
とつ

の表現
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暮らしの相談
市民相談室 （☎72-9122）
消費生活センター （☎73-0999）
人権･同和対策課 （☎72-9125）
唐津市保健センター (☎75-5161)
佐賀県信用保証協会 (☎0952-24-4343)
商工振興課 （☎72-9141）
総務課 （☎72-9113）
唐津保健福祉事務所 （☎73-4185）
社団法人佐賀県不動産鑑定士協会

（☎0952-28-3777）

◆法律相談
(□問 市民相談室･各支所市民福祉課)

・３月 １日(火)
 13:00～16:00 肥前支所101号会議室
・３月 ７日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・３月14日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・３月15日(火)
 13:00～16:00 厳木支所１階会議室
・３月18日(金)
 13:00～16:00 七山支所１階相談室
・３月28日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・４月 １日(金)
 13:00～16:00 浜玉支所１階相談室

◎ 電話または窓口で、相談者の希望す
る時間帯を先着順に受け付けます。
予約した時間の30分前には必ず来
庁してください。

【予約受付開始日】
本　庁　 相談希望日の前週の金曜日

（金曜日が祝日の場合は木曜日）
各支所　相談希望日の1週間前

◆健康に関する無料相談など
（□問 唐津保健福祉事務所）
場所／唐津保健福祉事務所(大名小路)

◆不動産鑑定士による
　不動産の無料相談会

（□問 社団法人佐賀県不動産鑑定士協会）

▼療育発達相談(要予約)
　３月２日(水)､４月６日(水)
　14:00～14:30
▼エイズ相談
　毎週火曜日 9:00～11:00
　※ ３月15日(火)のみ17:00～19:00

の夜間もあります。
▼骨髄提供希望者登録受付(要予約)
　毎週木曜日
　9:00～11:00
▼精神保健福祉相談(要予約)
　毎週水曜日
　13:30～17:00
▼不妊相談(要予約)
　平日随時実施　9:00～17:00
▼難病相談(要予約)
　３月18日(金) 14:00～16:00
▼肝炎ウィルス検査(要予約)
　３月15日(火) 15:00～19:00

・４月８日(金)
 10:00～15:00 市役所本庁第２会議室

◆行政相談(国の業務について)
（□問 総務課）

・３月 １日(火) 
 13:00～16:00 肥前支所102号会議室
・３月 ８日(火)
 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)
・３月15日(火)
 9:00～12:00 厳木支所１階会議室
 9:00～12:00 呼子公民館
・３月16日(水)
 10:00～12:00 北波多老人憩の家
・３月17日(木)
 9:00～12:00 相知支所別館会議室
・３月22日(火)
 13:00～16:00 鎮西支所相談室
・３月30日(水）
 10:00～15:00 本庁第１会議室
・４月 ７日(木）
 9:00～12:00 七山公民館

◆金融相談
（□問 佐賀県信用保証協会）

・３月 ４日(金)
 11:00～13:00  唐津上場商工会
   経営支援センター
  (玄海事務所)
 14:00～15:00 唐津東商工会本所
・３月８日(火)
 10:00～15:00 唐津商工会議所
※相談は無料です。
※事前に申し込みが必要です。

◆こころの相談
（□問 唐津市保健センター）

　仕事、育児、家庭、健康などに関す
る相談に、臨床心理士が応じます。ひ
とりで悩まずに相談しましょう。
・３月24日(木)
 14:00～16:00 本庁市民相談室
※ 毎月第４木曜日開催(祝日の場合は

第３木曜日)
※事前に予約が必要です。

◆人権相談
（□問 人権･同和対策課･各支所市民福祉課）

・３月 ２日(水)

 9:00～12:00 相知支所別館会議室

 13:00～16:00 本庁市民相談室

・３月 ８日(火)

 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)

・３月15日(火)

 9:00～12:00 呼子公民館

・４月 ６日(水)

 9:00～12:00 相知支所別館会議室

 13:00～16:00 本庁市民相談室

・４月 ７日(木)

 9:00～12:00 七山公民館

◆消費生活相談
(□問 消費生活センター )

・閉庁日を除く毎日
 8:30～17:15 本庁市民相談室
☆唐津市ホームページ
　http://www.city.karatsu.lg.jp
　 内くらしのインデックス（“安心・安

全”の分類中“各種相談”の中の「消費
者トラブルにご注意ください!!」）に
事例などを掲載しています。ご活用
ください。

◆労働相談
（□問 商工振興課）

・３月８日(火)
 10:00～16:00 県唐津総合庁舎
  中会議室(二タ子)
※ 県唐津総合庁舎は、昨年12月20日に、

坊主町から二タ子に移転しました。
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《唐津》 鬼塚小人形劇「なして、おんつか？」
　２月５日、鬼塚小学校体育館で、５年生児童
による人形劇「なして、おんつか？」が上演さ
れ、約200人が観劇に訪れました。
　この人形劇は、「鬼塚」という地名の由来を
題材にしたもので、脚本は唐津の文筆家白石す
みほさん。「けこみ（舞台）」は、昨年８月に唐津
工業高校生から贈呈されたものです。また、人
形やその衣装・背景画は、保護者や地元老人会・
鬼塚中学校美術部・その他ボランティアなど、
たくさんの人の支援をうけて制作しました。
　上演後、子どもたちは「緊張したけど、地元の
歴史を勉強できてよかった」「みんなと一緒
だったからやり遂げることができた」と満足そ
うに話していました。

《鎮西》 大きな茶碗にみんなびっくり！
　１月16日、名護屋城跡の一角にある茶苑「海

かい

月
げつ

」で初釜

茶会が開催されました。

　この茶会は、毎年恒例のもので、ひとりでは持てないほ

ど大きな唐津焼の茶碗で抹茶を味わう大変珍しい茶会で

す。

　来苑者は、大きな茶碗にびっくりした様子で隣の人に

支えてもらいながらお茶を楽しみました。

　いつもの茶会とはまた違って、笑いのある茶会となり

ました。

《北波多》 助かるはずの命を救えるように
　１月26日、北波多公民館で救命処置消火訓練が行われ
ました。これは、高齢者大学の活動の一環として行われた
もので、約30人が参加しました。
　講師として中部派出所から救急救命士を招き、救命処
置の大切さについての話、心肺蘇生法とAEDや消火器の
使い方の実演、講習を受けました。心肺停止状態になった
とき、一刻も早い救命処置で助かる確率は大きく変わる
ことなどを学びました。
　参加者は「いざという時に、人は戸惑ってしまうもので
すが、助かるはずの命を救えるように、救命処置をぜひ覚
えておきたいです。」と話していました。
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《浜玉》 光に包まれた町
　12月１日から１月８日まで、浜玉町の大江地区は、色鮮や
かなイルミネーションでライトアップされました。
　これは、地域の活性化のために地元住民によって始められ
たイベントで、今回で11回目になります。

　期間中は、各家庭に人気キャラ
クターなど趣向を凝らしたイル
ミネーションが飾られたほか、広
場には大きなツリーや光のトン
ネルが登場し、多くの人で賑

にぎ

わい
ました。

《肥前》 大人への門出
　１月５日、肥前文化会館「ハーモニー」で唐津市成人式（肥前
会場）が開催されました。華やかな振りそでや真新しいスーツ
姿の新成人88人が参加し、大人への門出を祝いました。
　式典では、濵部宏輝さんと中山美咲さんが新成人としての

抱負を発表し、中学校の恩師
からは、心のこもった言葉が
贈られました。式典後は、友
人たちとの久しぶりの再会
を喜び合い、記念撮影などで
盛り上がりました。

《呼子》 おめでとう成人式
　１月５日、呼子公民館で唐津市成人式(呼子会場)が開催さ
れ、振りそで姿やスーツ姿の新成人62人が参加し大人の仲
間入りを果たしました。
　式典では、大薗一雄さんと城谷佳奈絵さんが、新成人とし
ての今後の抱負などを発表しました。また、中学時代のアル

バムを編集したスライドがスク
リーンに映し出されると、お互い
顔を見ては、笑顔がたえませんで
した。成人式終了後は、久しぶり
に会う旧友たちとの思い出話や、
記念撮影で盛り上がりました。

《七山》 成人おめでとう！
　１月８日、唐津市成人式（七山会場）が七山公民館で開催さ
れました。
　当日新成人たちは久しぶりに再会した友人や小中学校の恩
師たちと、当時の思い出話や近況報告、写真撮影などをして盛

り上がりました。式典では出
席した新成人23人全員がふる
さと七山への思いや、両親へ
の感謝の気持ち、将来の抱負
などを力強く述べ、成人とし
てのスタートを切りました。

《相知》 新春を飾る消防団瓦落し
　唐津市相知消防団の｢瓦落し競技大会」が１月９日、相
知中学校グラウンドで開催されました。
　これは、唐津市消防出初式の後に、相知消防団独自で
行われているもので、県内でも珍しい放水競技です。
　競技は各部11人１組で行われます。ラッパの合図で
団員たちは一斉にスタート。ホース６本を延ばして放水
し、７ｍの高さに吊るした瓦を落とすまでのタイムを競
います。
　各部が団結してみせる伝統の技に、見学に訪れた住民
からも歓声が上がっていました。

《厳木》 郷土愛の醸成を目指して
　１月22日、唐津市厳木町公民館研究大会が厳木コミュ

ニティセンターで開催されました。

　この大会は、青少年の健全育成や郷土愛の醸成などを

目的として、昭和42年から毎年行われています。

　オープニングでは、本山小学校の児童による合唱や本

山くんちのお囃子が披露されました。事例発表では、広

瀬分館の「壮年部を軸とした地域活動」や、小学生を対象

に行われた通学合宿の紹介が行われ、参加者は熱心に聞

き入っていました。
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情報
なんでん
　かんでん

済生会唐津病院｢健康教室｣受講生募集
済生会唐津病院（☎73-3175）

テ ー マ　ひざ痛について
と　　き　３月26日(土)10:00 ～ 11:30
と こ ろ　済生会唐津病院３階会議室
受 講 料　無料
定　　員　20人
※電話で申し込んでください。

天野為之記念シンポジウム
～唐津と早稲田をつなぐ偉人たち～参加者募集
からつ大学交流連携センター
〒847-0055 刀町1512-3第3MSビル1階
☎70-1515　FAX70-1516
Eメール　k-daigaku@po1.people-i.ne.jp

　天野為之は、唐津藩の家に生まれ、
早稲田実業学校校長、早稲田大学第２
代学長を務め、明治期の経済学の発展
に大きく寄与しました。
　今年、生誕150年を迎えるにあた
り、その業績を、郷土の先覚者として
改めて評価するとともに、早稲田大学
と唐津の偉人たちとの深い縁をひも
ときます。
と　　き　３月19日（土）14:00 ～ 16:30
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
プログラム
・基調講演「 早稲田大学と唐津の偉人

たち（仮称）」
　講師：早稲田大学社会科学総合学術院教授
　　　　島　善高 さん
・ シンポジウム「天野為之が遺したこと」
　パネリスト：早稲田大学商学学術
　　 院教授　横山将義さん／元（株）

東洋経済新報社役員　角田昭さ
ん／宮島醤油（株）代表取締役社
長　宮島清一さん

　コ ーディネーター：学校法人大隈
記念早稲田佐賀学園理事長

　　土田　健次郎 さん
定　　員　200人（先着）
申 込方法　ハガキ・Eメール・ファッ

クス・電話のいずれかで申し込ん
でください。（氏名と連絡先をお知
らせください）

からつ大学交流連携センター
平成22年度事業成果報告会参加者募集

第43回弓道教室受講生募集

りふれ講座受講生募集

からつ大学交流連携センター
（☎70-1515　FAX70-1516）

唐津弓道連盟(古賀)〒847-0015 北
城内1-21（☎・FAX74-2521）

唐津市老人クラブ連合会事務局
（りふれ内　☎70-2340）

―ココからカラ(唐)フル―
「センターが奏でる

大学と地域のハーモニー」
　センターの活動から、大学の研究な
どを活用したまちづくりに関するヒ
ントを紹介します。
成果報告 　各コーディネーターがそ

れぞれ担当したテーマ(離島
での特産品開発、中高生を対
象にした科学セミナーなど)
についての発表と意見交換

対 象 者　どなたでも参加できます
と　　き　3月26日（土）15:00 ～ 17:30
と こ ろ　唐津まちなか集い館(大手口広場そば)
参 加 料　無料

と　　き
(一　　　般) ４月から９月までの
 毎週水曜日19:00 ～ 21:00
 毎週土曜日13:30 ～ 15:00
(小･中･高校生) ４月から平成24年３月までの
 毎週土曜日13:30 ～ 15:00
と こ ろ　唐津市文化体育館弓道場
受 講 料　１人3,000円（６か月分）
　　　　　※道具使用料含む
定　　員　30人程度
申込期限　３月28日（月）まで
申 込方法　ハガキまたはファックスで申

し込んでください。（住所・氏名・年齢
･職業・電話番号を明記してください）

対 象 者　市内在住の60歳以上の人
講座期間　４月から１年間
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
申込方法 　唐津市老人クラブ連合会

事務局に準備している申込
書で申し込んでください。

申し込み先　 唐津市老人クラブ連合会
事務局

申込期限　３月18日（金）まで

講座内容および日程など
講座名 開講日 時間 受講料

陶工芸 火・金曜日 10:00 ～
15:00 月1,500円程度

木工芸
(木 彫) 水曜日 10:00 ～

12:00 月1,000円程度

絵手紙 木曜日
(第1,2,3)

10:00 ～
12:00 年間6,000円程度

手 編 水曜日
(第1,2,3)

13:00 ～
16:00 月1,500円程度

日 舞 木曜日
(第1,2,3)

12:00 ～
15:00 月2,500円程度

生け花 火曜日
（第1,3)

��9:00 ～
12:00 月1,000円程度

茶 道

火曜日
(第1,3)

13:00 ～
16:00

月1,000円程度
金曜日
(第1,3)

10:00 ～
12:00

気 功 月曜日 13:30 ～
15:00 月1,000円程度

剣道教室(碧水会)受講生募集
碧水会（☎090-7531-0969）

対 象 者　年長児・小学生・中学生・社会人
と　　き　４月から平成24年３月までの
　毎週月曜日・水曜日　18:00 ～ 20:00
　毎週土曜日　　　　　10:00 ～ 12:00
と こ ろ　唐津市文化体育館剣道場
受 講 料　3,000円（１人月額）
　　　　　※年長児は1,500円 ※そのほか、材料費は個人負担。
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　資源物(かん類･紙･布など)は、正し
く排出することでリサイクルの効率
が高まり、再生品の質の向上にもつな
がります。
○ かん類は、中をよく洗ってから出し

てください。金属キャップはそのま
ま缶と一緒に出せます。

※ スプレー缶は必ず穴を空けて、ガス
抜きをしてから出してください。

（爆発防止）
○ ペットボトルのキャップは必ず外

してもえるごみに分別し、ボトルは
中をよく洗ってから専用の回収容
器に出してください。(ラベルは無
理にとる必要はありません)

※ 加工してあるペットボトル(切った
り、塗料の付着したもの)はもえる
ごみに出してください。

○ 布類は再生品の質の低下を防ぐた
めに、雨や雪の日は出さないでくだ
さい。綿の入ったもの(布団など)は
資源物の対象にはなりません。

今後も、正しい分別にご協力をお願いします

資源物は正しく出しましょう
廃棄物対策課（☎72-9175）

と　　き　3月13日（日）
　　　　　受付 9:00・抽せん開始 10:00
※ 3月7日から11日(10:00 ～ 15:00)

まで事前に見学ができます。
と こ ろ　 唐 津 市 清 掃 セ ン タ ー 内

「もったいないセンター」
応募資格 　唐津市および玄海町在住

で、当日物品を持って帰るこ
とができる人

提 供 品　家具類(約10点)、自転車(約70台)
　　　　　※1人1台予定

「もったいないセンター」で再
生された家具・自転車などを抽
せんにより無償で提供します
唐津市清掃センター（☎64-3106）

▲再生された自転車や家具

鯨組主 中尾家屋敷でボランティアガイドをしませんか？
ボランティアガイド養成講座の受講生を募集しています
文化課　〒847-8511  西城内1番1号
　☎72-9171　FAX72-9195　Eメール  bunka@city.karatsu.lg.jp
呼子支所総務教育課（☎53-7167）

　平成23年４月下旬オープン予定の鯨組
主 中尾家屋敷で案内をしていただくボラン
ティアガイドの養成講座を開設します。
　唐津地方の捕鯨文化や市指定文化財の旧
中尾家住宅に関する講座を、３回程度受講し
ていただき、講座終了後はボランティアガイ
ドとして、鯨組主 中尾家屋敷での案内活動
を行っていただきます。
講座期間　３月中旬から４月中旬まで
定　　員　50人程度
申込方法　 電話・ハガキ・ファックス・Ｅメールのいずれかで申し込んでく

ださい。（①住所、②氏名、③年齢、④電話番号を明記してください）
申し込み先　文化課、呼子支所 総務教育課（電話のみの受付）
申込期限　３月15日（火）まで（必着）
※受講者には、講座の日程などの詳細について、後日連絡します。

▲鯨組主�中尾家屋敷（呼子町呼子）

墓地公園まで無料バスを運行します
環境対策課（☎72-9124）

　３月21日（月・祝）春分の日に、墓地公園まで無料バスを運行します。

　※両コースとも、帰りも同じ場所に停車します。

鏡～墓地公園コース

時刻 停車場所

9:30
9:33
9:35
9:43
9:50
9:51
9:54
9:56
9:58
9:59

10:03
10:05
10:06
10:08
10:15

梶原バス停
まいづるナイン鏡店前バス停
鏡バス停（古代の森会館前）
東唐津駅前バス停
市民グラウンド前バス停
和多田先石バス停
松浦橋バス停
栄町東バス停
千代田町バス停
唐津信用金庫前バス停
熊の原バス停
旭が丘１区バス停
旭が丘５区バス停
陽光台入口
墓地公園到着

帰りの出発予定11時30分
（集合しだい出発）

唐房～墓地公園コース

時刻 停車場所

10:30
10:32
10:35
10:36
10:39
10:40
10:43

10:48
10:50
10:51
10:53
11:00

唐房入口バス停
佐志浜町バス停
妙見神社下バス停
西唐津駅前バス停
日赤病院前バス停
西朝日町バス停
大手口（肥後堀前）
バス停
熊の原バス停
旭が丘１区バス停
旭が丘５区バス停
陽光台入口
墓地公園到着

帰りの出発予定　正午
（集合しだい出発）
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３月

※リレーナイター場外発売（12R終了後発売）
　２月24日～３月１日（GⅢ若松新鋭リーグ）、２日～４日（丸亀一般）、
　５日～９日（若松一般）、16日～ 21日（GⅢ蒲郡企業杯）、
　22日～ 27日（若松一般）、28日～ 31日（丸亀一般）
●赤字はドリームピットのみで発売

GⅠ女子王座決定戦(三国)場外発売 １日～６日
日本MB選手会会長杯 ４日～９日
SG総理大臣杯(戸田)場外発売 16日～ 21日
唐津城夜桜特別 21日～ 24日
GⅡ競艇祭(大村)場外発売 25日～ 30日
GⅡMB大賞(尼崎)場外発売 26日～ 31日

ボートレースからつ
携帯サイト

毎週　火曜日・木曜日(祝日を除く)
時間：午後７時まで
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録
証明書の交付/戸籍謄本(全部事項証明)･
抄本(個人事項証明)の交付/戸籍届出受付
　※�転入・転出の届出や、印鑑登録・パス

ポート申請などはできません

予約受付時間　月～金(祝日を除く)��9:00～16:00
受取時間　月～金(祝日を除く)17:15～20:00
　　　　　土･日･祝日　　　　�9:00 ～ 12:00
受取場所　予約をした本庁･支所の当直室
受け取れる証明書　住民票の写し
　　　　　　　　　(本人または同一世帯の人)
　　　　　　　　　印鑑登録証明書(本人)

詳しくは　市民課(☎72-9120)

電話予約で時間外に受け取れます

市民課窓口を延長します

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館(☎62-4194)

休館日

３月  ２日(水)

 ７日(月)

14日(月)

21日(月･祝)

28日(月)

納税のお知らせ

口座振替日:３月28日(月)

平成22年度
市･県民税　固定資産税　国民健康保険税

第10期納期限

３月31日 (木)
忘れずに納めましょう

お近くのコンビニでも納付できます

夜間納税相談(税務課/☎72-9188)
３月10日(木)・24日(木)　午後７時まで

春季全国火災予防運動
　３月１日から７日までの１週間、全国一斉に「春の火災予防運
動」が実施されます。
　これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやすくなりま
す。火の取り扱いには十分注意し、火の用心を心がけましょう。
　また、万が一火災になった場合に、火災からの逃げ遅れによ
る死者や負傷者をなくすために、住宅用火災警報器を設置しま
しょう。

詳しくは　消防本部予防課（☎72-4149）

『消したかな　あなたを守る　合言葉』

星空へ★ようこそ
ところ／唐津市少年科学館(二タ子３丁目・浄水センター３階)

★観 望 会　時間／ 18:00 ～ 20:00（入館は19:30まで）
３月11日(金)　�月、冬の星座など
３月18日(金)　�月、冬の星座など
３月25日(金)　�冬の星座など

★プラネタリウム（無料）
毎週、水曜日～日曜日／①10:00 ～　②13:30 ～　③15:00 ～

詳しくは　唐津市少年科学館 (☎75-5855)

つけましたか？ 住宅用火災警報器
あなたと家族の命を守ります!!

　今年の５月31日までに、すべての住宅に住宅用火災警報器を設
置しなければなりません。

おわびと訂正
市報からつ2月号19ページに掲載した「平成23
年度佐賀県高齢者大学唐津校学生募集」の記事に
誤りがありました。おわび申し上げますとともに
訂正いたします。
誤)受講料15,000円(年額) → 正)受講料25,000円(年額)

モーニングレース　４月１日○金　スタート！
第１Ｒスタート展示開始時間が朝９:04に!!
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開始時間 放送内容

避難所案内

5:00 唐津市ニュース

6:00 各課からのお知らせ　

7:00 唐津市ニュース　　　

8:00 各課からのお知らせ　

9:00 前週の特集番組再放送

11:00 各課からのお知らせ　

12:00 唐津市ニュース　　　

13:00 特集番組

15:00 各課からのお知らせ　

16:00 特集番組

18:00 各課からのお知らせ　

19:00 唐津市ニュース　　　

20:00 特集番組　

22:00 唐津市ニュース

23:00 各課からのお知らせ

24:00 唐津市ニュース

1:00 前週の特集番組再放送　終了後避難所案内

　岸岳城跡は、北波
多と相知町にまた
がる岸岳（標高320
ｍ）の、山頂部から
尾根部にかけて築
かれた山城です。
　中世肥前松浦郡
を中心に活躍した

「松浦党（上松浦）」の盟主、波
は

多
た

氏が拠点とした城で、石
垣や曲

くる

輪
わ

、虎
こ

口
ぐち

、堀
ほり

切
きり

、竪
たて

堀
ぼり

などの遺構が良好に残ってい
ます。
　築城の時期は定かではありませんが、一説には松浦党
の祖、源久

ひさし

の次男持
たもつ

が久安年間（1145年～ 1150年）に波
多郷を分与された際に築いたといわれています。

　当初は自然地形を活かした簡素なものであったと考
えられていますが、その後、時代の変遷にあわせ改変さ
れたものと思われます。
　城の正面玄関にあたる大手口も、当初は北波多側に
あったものを、龍造寺氏の侵攻に備え、戦国時代末期に
相知側に移したともいわれています。
　岸岳城最後の城主、波多三

み

河
かわ

守
のかみ

親
ちかし

が、豊臣秀吉に改易
された後は、寺沢氏により唐津城の支城として石垣造り
の城に大改修さ
れ ま し た。し か
し、一国一城令後
に廃城となりま
した。
　その後、江戸期
を通じて番代が
置かれ、監視され
ていました。

□問 文化課(☎72-9171)

ふるさとの文化財巡り○26

県指定重要文化財　「岸
きし

岳
だけ

城
じょう

跡
あと

」
（指定年月日：平成８年11月15日）

※都合により番組および時間を変更して放送する場合があります。

２月28日～３月６日 唐津市中心市街地活性化基本計画
 認定記念セミナー
 【再放送】  唐津学「幕末の唐津藩士、

坂本龍馬と唐津」
３月７日～３月20日 唐津ジュニア音楽祭2011
 －西尾芳彦音楽賞－
 【再放送】  唐津市中心市街地活性化基

本計画認定記念セミナー
３月21日～３月27日 第１回唐津市青少年意見発表大会
 【再放送】  唐津ジュニア音楽祭2011

－西尾芳彦音楽賞－
３月27日～４月３日  地域医療講演会
 「地域医療　再生への処方箋」
 【再放送】  第１回唐津市青少年意見

発表大会

チャンネルからつ番組表
特集番組（番組編成の都合により、放送できない場合があ
ります。ご了承ください。）

唐津市ニュース
は、耳の不自由
な人のために、
文字テロップ付
きで放送してい
ます。

各番組の終了後
は、「 お 知 ら せ
文字放送」を放
送します。

□問 広報公聴課(☎72-9189)

市役所北波多支所

北波多八幡神社

ライスセンター

古窯の森公園 駐車場北波多
ふるさと館

３月市議会定例会中継
　市議会本会議開催時は、番組を変更し、議会中継を放送します。本
会議が午後６時30分までに終了した場合は、当日の午後７時から再
放送します。午後６時30分以降に終了した場合は、終了後30分をめ
どに再放送します。

　アナログテレビ放送は、今年７月24日に終了します。
次のアナログテレビも使用できなくなります。 地デジ化すんでますか？
カーナビのアナログ
テレビ機能

パソコンのアナログ
テレビ機能

お風呂のアナログ
テレビ機能

◎地デジ全般に関すること：総務省�デジサポ佐賀(☎0952-43-1212)
◎地デジ対応チューナー支援のこと：総務省�地デジチューナー支援実施センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(☎0570-03-3840または☎0570-023-724)
◎市内の有線テレビのこと：広報公聴課�有線テレビ係(☎72-9221)

問
い
合
わ
せ

アナログビデオ
デッキ(録画機能)
※再生は可能

ラジオのアナログ
テレビ音声受信機能
※ AM､ FMラ ジ オ は

聴けます
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☆転入･転出･転居の届け出
☆住民票・戸籍・印鑑登録など証明書の請求

市役所での手続き
　転入･転出の届け出や各種証明書の請求は、市民課または各支所市民福祉
課、出張所で受け付けています。証明書の一部は、市内７か所の郵便局で請求
できます。

◆届出期間　引っ越し予定日前まで
　　　　　　(引っ越しより前に届け出ができます)
◆必要なもの
　・印鑑
　・窓口に来た人の本人確認ができる書類
※次のものをお持ちください。
　・国民健康保険被保険者証　・高齢受給者証
　・後期高齢者医療被保険者証
　・介護保険被保険者証　・印鑑登録証
　・乳幼児医療受給者証　・住民基本台帳カード

◆届出期間　引っ越した日から14日以内
　　　　　　(引っ越しより前には届け出ができません)
◆必要なもの
　・印鑑　・窓口に来た人の本人確認ができる書類
※次のものをお持ちください。
　・国民健康保険被保険者証　・高齢受給者証
　・後期高齢者医療被保険者証
　・介護保険被保険者証　・住民基本台帳カード

◆届出期間　引っ越した日から14日以内
　　　　　　(引っ越しより前には届け出ができません)
◆必要なもの
　・転出証明書(前住所地の市区町村発行のもの)
　・印鑑　・年金手帳(国民年金)　・年金証書
　・窓口に来た人の本人確認ができる書類
※ 国外からの転入の場合、パスポート・戸籍全部事項

証明書・戸籍の附票が必要です。ただし、本籍地が
唐津市の場合は、戸籍全部事項証明書と戸籍の附票
は不要です。

市外へ引っ越すとき（転出）

市内で引っ越すとき（転居）

市外から引っ越してきたとき（転入）

その他、市民課以外で行う手続きの例

◎水道の使用中止
　◆必要なもの
　　・ 窓口に来た人の印鑑(代理の場合は、代理人の

印鑑)
　□問  水道営業課(唐津幼稚園前)（☎72-9147）
　　 または市民課横窓口、各支所建設水道課
◎ 子ども手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当・

乳幼児医療費助成・就学前児童医療費助成・ひと
り親家庭等医療費助成の転出に伴う届出

　保育所・児童館・放課後児童クラブ利用者の転出に伴う届出
　□問 福祉課(☎72-9151)または各支所市民福祉課
◎市立小中学校の転校や学区外通学の申請
　□問  学校教育課(☎72-9158)または各支所総務教育課
◎125cc以下のバイクなどの廃車
　◆必要なもの
　　・所有者(名義人)の印鑑
　　・標識交付証明書　・ナンバープレート
　□問 税務課(☎72-9116)または各支所市民福祉課

その他、市民課以外で行う手続きの例

◎水道の使用開始
　◆必要なもの
　　・ 窓口に来た人の印鑑(代理の場合は、代理人の印

鑑)　・口座振替希望の人は通帳と通帳の印鑑
　□問  水道営業課(唐津幼稚園前)（☎72-9147）
　　 または市民課横窓口、各支所建設水道課
◎ 子ども手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当・

乳幼児医療費助成・就学前児童医療費助成・ひと
り親家庭等医療費助成の転入に伴う届出

　保育所・児童館・放課後児童クラブ利用者の転入に伴う届出
　□問 福祉課(☎72-9151)または各支所市民福祉課
◎市立小中学校の転入や学区外通学の申請
　□問 学校教育課(☎72-9158)または各支所総務教育課 
◎125cc以下のバイクなどの登録
　◆必要なもの
　　・所有者(名義人)の印鑑
　　・ 登録するバイクなどのメーカー名、車台番号、排気量
　□問 税務課(☎72-9116)または各支所市民福祉課

その他、市民課以外で行う手続きの例
◎水道の使用中止・開始
　◆必要なもの
　　・窓口に来た人の印鑑(代理の場合は、代理人の印鑑)

　□問  水道営業課(唐津幼稚園前)（☎72-9147）
　　 または市民課横窓口、各支所建設水道課

◎市立小中学校の転校や学区外通学の申請
　□問 学校教育課(☎72-9158)または各支所総務教育課

詳しくは　市民課
(☎72-9120)

各支所市民福祉課
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◆印鑑登録ができる人
　唐津市に住民登録または外国人登録をしている人 

　※ ただし、15歳未満の人や成年被後見人は登録で

きません。

　※登録できる印鑑は、１人１個です。 

◆印鑑登録ができる印鑑
　印影が小さい、印鑑の縁が欠けている、または縁が

ないなど登録できない印鑑がありますので、詳しくは

お問い合わせください。

◆即日で印鑑登録をするには
　次の２つの方法があります。

　① 顔写真つきの本人確認書類(運転免許証など)が

あるとき

　　・本人来庁で、登録する印鑑をお持ちください。

　② 顔写真がない本人確認書類(健康保険被保険者証

など)があるとき

　　・ 本人来庁で、登録する印鑑と保証人(唐津市に

印鑑登録をしている人)の自筆署名および登録

印鑑で押印した所定の用紙をお持ちください。

　　※ ②で保証人がない場合、即日登録はできませ

ん。本人自宅へ照会書を郵送（転送不可）します

ので、申請日から21日以内に同封の回答書、登

録する印鑑、本人確認書類(顔写真がなくても

可)を窓口へお持ちください。

◆代理人申請の場合
　申請には委任状が必要です。委任状は、登録を希望

する本人が自署・押印してください。

　申請を受付後、本人自宅へ照会書を郵送（転送不可）

します。申請日から21日以内に次のものを窓口へお

持ちください。

　・同封の回答書　　・登録する印鑑

　・登録する本人を確認できる書類

　・代理人の本人を確認できる書類

　・代理人の印鑑(認め印)

◆手数料

　新規または廃止のとき…無料

　再登録をするとき…500円

◆住民票の写し（手数料 300円）
　本人や同世帯の人以外の人が、頼まれて請求する場
合には委任状が必要です。
◆印鑑登録証明書（手数料 300円）
　請求は、必ず印鑑登録証が必要です。代理で印鑑登
録証明書を請求するときも印鑑登録証を預かってき
てください。
◆戸籍の証明書(手数料 300円～ 1,400円)
　戸籍は本籍地でしか交付できません。唐津市に本籍
がある本人および同戸籍に記載されている人、親や子
などの直系の人は請求できます。それ以外の人は、委
任状が必要です。
※ 戸籍の請求書には、本籍地(地番まで)と筆頭者名の

記載が必須です。

印鑑登録のしかたいろいろな証明書の請求
（窓口に来た人の本人確認書類が必要です）

“本人確認”を行っています

　市民の皆さんの個人情報を保護し、第三者に

よる虚偽、その他不正な手段による請求を防ぐ

ため、窓口に来た人の本人確認を行っています。

本人と確認できないときや請求理由が不十分な

ときは、手続きができない場合があります。

本人を確認するときに必要な書類
１点の提示でよいもの ２点の提示が必要なもの

官公署が発行した顔写真がつ
いたもの
（ただし、有効期限内のもの）

官公署が発行した顔写真がな
いもの
（ただし、有効期限内のもの）

運転免許証､パスポート､住民
基本台帳カード(顔写真つき）､
船舶などの操縦免許証､学生証
(公立校のもの･顔写真つき)､外
国人登録証明書など

住民基本台帳カード(顔写真な
し)、健康保険被保険者証、介護
保険被保険者証、年金手帳(証
書)、恩給証書など�

　市内の郵便局（唐津鏡・山本・佐志・岩屋・納所・星賀・
馬渡島）でも請求できます。受付時間は、月～金曜日(祝
日および年末年始を除く)の午前９時～午後５時です。
◆請求できるもの
・住民票の写しなど…本人または同世帯の人分のみ
・印鑑登録証明書…本人分のみ
・戸籍の証明書…その戸籍に記載されている人分のみ
※委任状での請求はできません。

郵便局でも請求できる証明書

★ ３月末～４月初めの土・日曜日に本庁の窓

口業務の一部を開設します。詳しくは今月号

の裏表紙（24ページ）に掲載しています。

★ 市民課の窓口の時間を、毎週火曜日と木曜日

（祝日を除く）に午後７時まで延長していま

す。

　 また、住民票の写しなど電話予約で時間外に

受け取ることもできます。詳しくは、今月号

の20ページに掲載しています。
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電子証明書の有効期限は３年間です
　電子証明書は、住民基本台帳カード（住基カード）に
追加することができる「公的個人認証サービス」の機
能です。パソコンからインターネットを利用して、税
の申告（e-Tax）などを行うことができます。
　この電子証明書の有効期限は３年間です。カードに
表記されているのは、住基カードの有効期限(10年)で
す。電子証明書の有効期限ではありませんので、ご注
意ください。
　更新などの手続きは、市民課または各支所市民福祉
課で行います。

詳しくは　市民課(☎７２−９１２０)
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人 の 動 き （２月１日現在）

人口　130,608人(△98)　　男　61,621人(△33)　　女　68,987人(△65)　　世帯　48,692世帯(＋18)

３月末～４月初め
土・日曜日に窓口（本庁のみ）を開設します

　春は、就職・入学・転勤などで各種届や証明書の手続きで
窓口が込み合います。
　市役所本庁では、市民の皆さんとかかわりが深い窓口業務
の一部について、３月末～４月初めの土曜日・日曜日にも手
続きを受け付けます。
　内容をご確認のうえ、ご利用ください。

◎ 本庁正面玄関から出入りできます。

◎  唐津市外への転出は、引っ越し前に手続きが

できます。

◎  転居や唐津市外からの転入の届け出は、引っ

越しが済んでから行ってください。

●開設窓口一覧

※水道営業課（唐津幼稚園前）の平日の問い合わせ　〔営業係〕☎72-9147

《窓 口 開 設 日》
３月20日(日）、26日(土)
　　27日(日)
４月 ２日(土)、   ３日(日)

《窓口開設時間》
午前８時30分～正午

※ 平日と同様には取り扱いできない業務があ
ります。事前に窓口を開設する担当課に問い
合わせてください。

担　当　課 取扱業務および手続きの内容

市民課
（☎72-9120）

■住民異動届出(転入･転出･転居など）　�■住民票の写しの交付
■戸籍届出(婚姻･離婚･出生･死亡など)　�■印鑑登録･証明書の交付
■戸籍謄・抄本（全部・一部事項証明）、除籍謄・抄本(全部・個人事項証明)、戸籍の附票の交付

保険年金課
（☎72-9123・9121）

■国民健康保険・後期高齢者医療保険・国民年金の加入脱退および変更手続き
■後期高齢者医療保険料の納付

税務課
（☎72-9116）

■原動機付自転車の新規・廃車・名義変更の手続き　■市税の納付
■国民健康保険の資格取得に伴う保険税の申告受付　■各種税務証明書の交付

福祉課
（☎72-9151）

■�子ども手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成・乳幼児医療費
助成・就学前児童医療費助成の手続き　■保育所・放課後児童クラブ・児童館の入退所申請

高齢者支援課
（☎72-9230）

■要介護認定申請
■介護保険料の納付

学校教育課
（☎72-9158）

■区域外・校区外通学申請
■入学通知書の交付

水道営業課
（市民課横窓口）

■水道の開栓・中止・廃止の手続き
■水道料金・下水道使用料の納付

★ 転入・転出などの手続きについて、今月号の

22 ～ 23ページに掲載しています。

★ 市民課の窓口の時間を、毎週火曜日と木曜日

（祝日を除く）に午後７時まで延長していま

す。

　 また、住民票の写しなど電話予約で時間外に

受け取ることもできます。詳しくは、今月号

の20ページに掲載しています。
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